
　　平成２７年　第８回大分市教育委員会会議録

１．日　　時  　　平成２７年８月２６日(水)　午後３時４５分～午後４時４５分

２．場　　所　　　大分市役所第２庁舎６階　教育委員室

３．出 席 者　　　教育長　　　　三浦　　享二

　　　　　　　　　一番委員　　　角山　　光邦

　　　　　　　　　二番委員　　　小林　　達也

　　　　　　　　　三番委員　　　大久保　眞理子

　　　　　　　　　四番委員　　　上杉　　美穂子

４．出席事務局職員

　　教育部長　　　　　　　澁谷　　有郎　　　　教育部教育監　　　　　江藤　　郁

　　教育部次長　　　　　　後藤　　芳史　　　　次長兼スポーツ・健康教育課長　有馬　　徹　

　　次長兼社会教育課長　　河野　　和広　　　　美術館副館長兼美術振興課長　伊達　　俊秀

　　教育総務課長　　　　　佐藤　　雅昭　　　　教育企画課長　　　　　佐藤　　修

　　学校施設課長　　　　　池辺　　誠　　　　　人権・同和教育課長　　田辺　　徹　

　　文化財課長　　　　　　塔鼻　　光司　　　　教育センター所長　　　阿部　　修三

　　教育総務課参事　　　　糸長　　隆　　　　　学校教育課参事　　　　佐藤　　浩介

５．書記

教育総務課参事補　　　三原　　徹　　　　　教育総務課主任　　　　松下　　明史

６．傍聴人　　　なし

７．議題

　（１）議案審議　　

　　　（教議第４７号）　平成２６年度決算について

　　　（教報議第１２号）公有財産の用途廃止について

　（２）報告事項

　　　①大分市立小中学校適正配置基本計画について

　　　②平成２７年度第１回大分市子ども・子育て会議に係る報告について

　　　③平成２７年度大分市子ども市議会について

　　　④教育施設整備保全計画の策定について

　　　⑤平成２７年第２回市議会臨時会における一般議案についてについて　平成２６

８．会議の概要

教育長　　　　　ただいまより、平成２７年第８回大分市教育委員会を開会いたします。

（午後　３時　４５分 開会）

教育長　　　　　会議に先立ち署名委員を１番委員、２番委員にお願いします。
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　　　　　　　　それでは、ただ今より議案審議に入りますが、教議第４７号「平成２６年

度決算について」につきましては、教育委員会の決算に関する案件であり、

外部に公表しますと誤解を招く恐れがありますので、審議を秘密会とする

ことを発議いたしますが、賛成の方は挙手をお願いします。

全委員　　　　　（挙手）

教育長　　　　　全委員賛成と認め、教議第４７号の議案審議は秘密会とします。

教育長　　　　　それでは、事務局、説明をお願いします。 

教育総務課長　　教議第４７号「平成２６年度決算について」ご説明申し上げます。

　　　　　　　　平成２６年度の教育費のうち教育委員会所管分の最終予算額は、２５年

度から２６年度への繰越分を含めまして、１６０億７，７３８万７，００

０円でございます。これに対しまして、決算額は１４５億２，７６７万９，

７５９円でございます。また、翌年度繰越額は、９億７，０５５万５６１円

でございます。また、教育委員会所管分の一般会計の決算総額に占める割合

は、８．９％となっております。

　　　　　　　　それでは、第１項の教育総務費から順に主なものにつきまして、ご説明申

し上げます。

　　　　　　　　始めに、１目の委員会費でございます。予算額は７１９万８千円で、決算

額は７０８万７，０３７円となっております。この主な内容は、教育委員の

報酬及び事務費でございます。２６年度中の教育委員会の開催状況は、定

期・臨時併せ２０回の教育委員会を開催し、８０件の議案について審議を

いただいたところでございます。

　　　　　　　　次に、２目の事務局費でございますが、予算額は１７億４，８０４万２千

円で、決算額は１６億５，０４３万８５８円となっております。主な内容は、

事務局職員の人件費、奨学助成事業、公共施設案内・予約システム経費、私

立学校振興費補助金等に要する経費でございます。高校・大学における奨

学助成事業のうち、新規事業の未来自分創造資金事業につきましては、高校

進学を目指す市内の中学３年生を対象に高校入学支度金１０万円を支給す

るとともに、進級時及び卒業時に各５万円を一時金として支給するもので、

２６年度は、中学３年生５名に高校入学支度金として１０万円を支給した
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ところでございます。

　　　　　　　　次に、３目の教育指導費でございます。予算額は３億９，１３２万７千円

で、決算額は３億６，９９４万９，５１１円となっております。主な内容は、

幼稚園、小中学校における教育環境の充実や児童生徒の学力向上のための

事業、生徒指導関係事業、人権等啓発活動に係る経費でございます。特別支

援等教育活動サポート事業につきましては、２５年度と比較しまして１４

名増員した配置を行い、きめ細かな教育に取り組んだところでございます。

また、大分っ子心育て推進事業につきましては、大分っ子心育て推進協議会

の開催や、大分っ子心育て啓発パンフレットの配布等を通して、学校におけ

る道徳教育の充実や家庭の教育力の強化を図ったところでございます。道

徳教育推進事業につきましては、大分っ子心育て推進事業の一環として行

っているもので、保護者、地域の方々への道徳の授業公開や、教師用道徳指

導資料集の改訂・配布など、道徳教育の充実に努めたところでございます。

大分っ子学習力向上推進事業につきましては、非常勤講師を配置し、個別指

導や習熟度別指導を実施するとともに、複数の複式学級のある小学校では、

学年別指導を行うなど実質的に複式授業の解消を図ったところでございま

す。学校図書館活性化事業につきましては、引き続き、学校図書館支援員を

配置し、読書活動の推進に取り組んだところでございます。いじめ・不登校

等未然防止対策事業につきましては、平成２６年度の新規事業でございま

すが、ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査を児童生徒に実施し、児童生徒の状況や学級の

課題を客観的に把握し、いじめや不登校の未然防止を図ったところでござ

います。大分市小中一貫教育推進事業につきましては、賀来小中学校を併設

型小中一貫教育校とし、連携型の小中一貫教育モデル校として８中学校区

２５小中学校を指定し、引き続き取り組んでいるところでございます。

　　　　　　　　次に、４目の教育センター費でございますが、予算額は４億８，４７２万

４千円で、決算額は４億６，４８２万８，５１６円となっております。主な

内容は、平成２６年度より設置された教育センターの維持管理経費、教職員

研修、情報教育環境整備、教育相談・特別支援教育推進事業に要する経費で

ございます。教育相談・特別支援教育事業のうち、スクールソーシャルワー
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カー活動状況についてでございますが、スクールソーシャルワーカー３名

を配置し、児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけを行い、その改善に向

けた支援を行うとともに、学校への助言を通して、不登校の解消と未然防止

に向けた取組を行ったところでございます。２６年度は、問題対応件数５０

６件のうち、好転件数は４１０件となっております。教職員指導力向上推進

事業のうち、中段の教職員防災士養成事業でございますが、学校における防

災活動の中核的な人材となりうる防災士を養成するもので、８８名の防災

士を養成したところでございます。

　　　　　　　　次に、５目の教育施設整備費でございますが、予算額は６億１，７００万

円で、決算額は５億１，００３万７，４４２円となっております。主なもの

は、碩田中学校区新設校施設整備事業、情緒障害児短期治療施設併設校新設

事業に要する経費でございます。碩田中学校区新設校施設整備事業につき

ましては、小中学校適正配置基本計画に基づき、碩田中学校区内３小学校の

統合を行い、本市ではじめてとなる施設一体型小中一貫教育校の整備を行

うもので、２６年度は、校舎等新築設計業務委託、地質調査業務委託、仮設校

舎借上料等が主な支出内容となっております。情緒障害児短期治療施設併

設校新設事業につきましては、児童福祉施設「情緒障害児短期治療施設」の

開所に伴い、同施設内に入所する学齢児童生徒が就学する学校施設を敷戸

小学校及び稙田東中学校の分校として新設したところでございます。また、

２６年度繰越明許費のうち２７年度への繰越額とありますのは、校舎建設

の工期を確保すべく、平成２６年度１２月補正予算に計上し、平成２７年３

月に契約を行った校舎等の解体工事に要する経費を平成２７年度に繰り越

したものでございます。

　　　　　　　　次に、第２項小学校費の１目学校管理費でございます。予算額は２７億９，

５５２万１千円で、決算額は２６億４，３９３万７，１１４円となってお

ります。主なものは、職員の人件費並びに小学校の管理・運営費及び営繕等

の施設整備に要する経費でございます。営繕費につきましては、小学校全体

で３億５，８９３万８千円、また、小学校校舎耐震補強工事につきましては、

１２校で２億５，９１４万５千円となっております。２５年度繰越明許費
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のうち２６年度実施額とありますのは、平成２６年度当初予算に計上する

予定でありました小学校施設整備事業につきまして、経済対策を目的とし

た国の補正予算に対応するための措置として、平成２５年度３月補正に予

算を前倒しして計上したものを、平成２６年度へと繰り越したものでござ

います。内容としましては、校舎耐震化等の防災対策事業及びトイレ改修に

かかる施設整備事業に要する経費でございます。

　　　　　　　　次に、２目の教育振興費でございますが、予算額は３億２，３５４万６千

円で、決算額は３億１，８０４万３，６５７円となっております。その主な

ものは、日本スポーツ振興センター負担金と要保護及び準要保護児童援助

費でございます。

　　　　　　　　次に、３目の学校建設費でございます。予算額は２１億１，４００万円で、

決算額は１３億５，０１２万８７７円となっております。内訳としまして

は、春日町小学校北校舎改築事業におけるグラウンド整備工事、鶴崎小学校

北校舎改築事業及び大在小学校施設整備事業における校舎改築工事、仮設

教室借上料、城南小学校及び敷戸小学校のプール改築事業におけるプール

改築工事等が主な支出内容となっております。また、２６年度繰越明許費の

うち２７年度への繰越額とありますのは、平成２７年度当初予算に計上す

る予定でありました大在小学校施設整備事業につきまして、国の補正予算

に対応した緊急経済対策を実施するための措置として、平成２６年度３月

補正に予算を前倒しして計上したものを平成２７年度へと繰り越したもの

でございます。

　　　　　　　　次に、第３項中学校費の１目学校管理費でございます。予算額は１０億９，

９０９万２千円で、決算額は１０億２，７７６万６２２円となっておりま

す。その主なものは職員の人件費並びに中学校の管理・運営費及び営繕等

の施設整備に要する経費でございます。営繕費につきましては、中学校全体

で１億９，３５１万７千円、また、中学校校舎耐震補強工事につきましては、

４校で８，５８０万１千円となっております。２５年度繰越明許費のうち

２６年度実施額とありますのは、小学校費と同様、校舎耐震化等の防災対策

事業及びトイレ改修にかかる施設整備事業に要する経費についての繰り越
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しでございます。

　　　　　　　　次に、２目の教育振興費でございますが、予算額は２億７，０６３万１千

円で、決算額は２億６，５５６万９，５７７円となっております。その主な

ものは、小学校費と同様、日本スポーツ振興センター負担金と要保護及び準

要保護生徒援助費でございます。

　　　　　　　　次に、３目の学校建設費でございますが、予算額は２億円で、決算額は１

億６，８００万２，６７５円となっております。内訳としましては、大在中

学校施設整備事業の校舎改築工事、校舎及び一時使用教室解体工事や稙田

東中学校のプール改築工事等が主な支出内容となっております。また、２６

年度繰越明許費のうち２７年度への繰越額とありますのは、平成２７年度

当初予算に計上する予定でありました大在中学校施設整備事業につきまし

て、国の補正予算に対応した緊急経済対策を実施するための措置として、平

成２６年度３月補正に予算を前倒しして計上したものを、平成２７年度へ

と繰り越したものでございます。

　　　　　　　　次に、第４項幼稚園費の１目幼稚園費でございますが、予算額は１３億７

９８万２千円で、決算額は１２億７，５８１万１，２１６円となっており

ます。その主なものは、幼稚園教諭、講師等の人件費及び営繕等施設の管

理・整備費並びに私立幼稚園就園奨励費補助金でございます。営繕費につ

きましては、幼稚園全体で４，０１２万１千円となっております。また、２

５年度繰越明許費のうち２６年度実施額とありますのは、小学校費、中学校

費と同様にトイレ改修にかかる施設整備事業に要する経費についての繰越

でございます。私立幼稚園就園奨励費補助金の内訳表でございますが、全体

の合計額は６億４，９２０万２千円となっており、２５年度と比較して１

億５，１６０万９千円の増でございまして、国の補助単価の見直し等によ

り増加しております。

　　　　　　　　以上で第１項教育総務費から第４項幼稚園費までの説明を終わります。

　　　　　　　　ここで、一度説明を中断し、ご質問等があればお答えいたします。

教育長　　　　　何かご質問等はございませんか。

委員　　　　　　学校施設の耐震化は完了しているということでよかったでしょうか。
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学校施設課長　　現校舎を廃止し、小中一貫教育校として建設する予定の荷揚町小、中島小、

住吉小以外は耐震化が完了しております。

教育長　　　　　他にご質問等ございませんか。

全委員　　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　特に無いようですので引き続き事務局の説明をお願いします。

教育総務課長　　それでは、引き続き第５項より、説明させていただきます。

　　　　　　　　第５項社会教育費の１目社会教育総務費でございますが、予算額は１億

８，９９７万５千円で、決算額は１億８，２３３万４，２９７円となって

おります。主な経費としましては、職員等の人件費並びに陶芸楽習館管理運

営事業、成人記念集会事業などでございます。豊の都市校区ひとづくり推進

事業では、家庭・地域・学校が連携し、あいさつ OITA＋1運動などにより地

域ぐるみの子育てを推進してきたところでございます。登下校中の小中学

生への積極的なあいさつやあいさつ運動についての広報活動等を行う団体

等を「あいさつ OITA＋１運動広め隊」として登録し、地域でのあいさつ運動

時に用いる啓発グッズを配布したところでございます。なお、２６年度でモ

デル校区事業を終了し、２７年度からは、広め隊同士のネットワークづくり

を強化することとしております。OITAこども＋３推進事業につきましては、

子どもの体験活動を地域が支える「おおいたふれあい学びの広場推進事業」、

放課後自宅で保護・育成できない小学生を対象として健全育成を図る「児

童育成クラブ事業」、学校活動を市民がサポートする「学校支援地域本部事

業」の３つの事業を一体的に実施し、地域ぐるみで子育ての推進を図るもの

でございます。平成２６年度は事業周知に向けた講演会を実施するととも

に、日岡小学校区をモデル校区として決定したところでございます。

　　　　　　　　次に、２目の文化財保護費でございますが、予算額は１４億９，５８８万

１千円で、決算額は１３億７，２９５万７，５８８円となっております。そ

の主なものは、職員の人件費、史跡等管理費、大友氏遺跡保存整備事業及び

埋蔵文化財発掘調査受託事業などにかかる経費でございます。公有財産購

入費では、大友氏遺跡の用地購入が７億１，３８１万３千円となっており

ます。また、補償補填及び賠償金につきましては、大友氏遺跡保存整備事業
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に伴う移転補償であり、２件で２億２，０５７万６千円となっております。

２５年度繰越明許費のうち２６年度実施額とありますのは、横尾貝塚保存

整備活用事業にかかる用地購入及び建物移転補償において、移転交渉に不

測の日数を要し、年度内の移転完了が困難となったため、２６年度に繰り越

したものでございます。また、２６年度繰越明許費のうち２７年度への繰越

額とありますのは、大友氏遺跡保存整備事業にかかる建物移転補償費にお

いて、移転及び建物解体に不測の日数を要し、年度内の移転完了が困難にな

ったため、繰り越したものでございます。

　　　　　　　　次に、３目のエスペランサ・コレジオ費でございますが、予算額は６，８

５９万６千円で、決算額は５，１６２万１７３円となっております。内訳と

しましては、職員等の人件費及び各種教室実施にかかる経費のほか、エスペ

ランサ・コレジオ施設整備事業に要する経費が主なものでございます。

　　　　　　　　また、２６年度繰越明許費のうち２７年度への繰越額とありますのは、エ

スペランサ・コレジオの中・南校舎跡地の駐車場整備において、国土交通

省及び大分県企業局との協議等に日数を要し、年度内の整備完了が困難と

なったため、繰り越したものでございます。

　　　　　　　　４目公民館費につきましては、市民部市民協働推進課所管となりますこ

とから、割愛させていただきます。

　　　　　　　　次に、５目の青少年費でございますが、予算額は１，００３万９千円で、

決算額は９５２万２，３７４円となっております。主なものは、補導員活動

報償費をはじめとする青少年の健全育成にかかる経費でございます。

　　　　　　　　次に、６目の少年自然の家費でございますが、予算額は１億３，１８８万

５千円で、決算額は１億２，１４４万１，０９５円となっております。主な

ものは、職員等の人件費及び管理運営費、施設整備事業費でございます。

　　　　　　　　次に、７目の情報学習センター費でございますが、予算額は４，０６２万

２千円で、決算額は４，０３８万５，９５９円となっております。主なもの

は、指定管理業務委託料でございます。

　　　　　　　　次に、８目の歴史資料館費でございますが、予算額は１億２，７５６万円

で、決算額は１億２，２５１万２１２円となっております。職員等の人件費
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及び施設の維持管理並びに特別展・テーマ展や各種講座にかかる経費が主

なものでございます。

　　　　　　　　次に、９目の市民図書館費でございます。予算額は２億９，７０１万６千

円で、決算額は２億９，２２２万６，７６１円となっております。職員の人

件費、施設の管理運営費及び図書等の購入費並びに各種事業実施に伴う経

費が主なものとなっております。

　　　　　　　　次に、１０目の美術館費でございますが、予算額４億７６５万５千円で、

決算額は３億８，８３８万６，６８９円となっております。職員の人件費、

施設の維持管理及び美術品の購入費並びに各種事業実施に伴う経費が主な

ものとなっております。２６年度の観覧者数につきましては、利用状況の表

に掲載しておりますが、特別展の「おおいたロボット博２０１４」では６万

人を超えるなど、多くの方にご観覧いただいたところでございます。まちな

かアートフルロード推進事業につきましては、まちなかにアートによる賑

わいを創出するため、県立美術館との連携による展覧会を開催したところ

でございます。

　　　　　　　　次に、１１目のアートプラザ費でございますが、予算額は８，４０６万１

千円で、決算額は７，８３３万６２１円となっております。主なものは指定

管理業務委託料でございます。

　　　　　　　　次に、１２目の海星館費でございますが、予算額は２，９３０万３千円で、

決算額は２，８５０万１，９５５円となっております。主なものは、指定管

理業務委託料でございます。

　　　　　　　　次に、１３目のいまいち山荘費でございますが、予算額は７６９万８千円

で、決算額は６０１万７，７４４円となっております。施設の管理委託と維

持経費が主なものでございます。

　　　　　　　　次に、第６項保健体育費の１目保健体育総務費でございますが、予算額は

２億２，４２９万２千円で、決算額は２億１，６６４万１，３８９円とな

っております。職員等の人件費、事務費及び運動部活動中の事故に伴う裁判

の損害賠償金が主なものでございます。

　　　　　　　　次に、２目の体育振興費でございますが、予算額は９，５４８万９千円で、
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決算額は８，９１３万１，１４６円となっております。体育指導及び体育

振興にかかる経費のほか、スポーツ教室等各種教室の開催、学校体育振興事

業として各種大会派遣の補助及び総合型地域スポーツクラブへの補助が主

なものでございます。

　　　　　　　　次に、３目の学校保健費でございますが、予算額は７，３３９万７千円で、

決算額は７，１７７万２，４０７円となっております。児童生徒に対する

健康診断に要する経費が主なものでございます。

　　　　　　　　次に、４目の体育施設管理費でございますが、予算額は２億２，１３７万

２千円で、決算額は２億１，９６１万８，８５５円となっております。陸上

競技場・津留運動公園の指定管理業務委託料や市民プールのほか各種球技

場などの社会体育施設の維持管理及び営繕費等が主なものでございます。

　　　　　　　　次に、５目の体育施設整備費でございますが、予算額は１億８，２４０万

円で、決算額は１億７，７８６万８，２４４円となっております。社会体育

施設の営繕等の施設整備に要する経費が主なものでございます。

　　　　　　　　次に、６目の温水プール費でございますが、予算額は４，８７７万５千円

で、決算額は４，８７６万９，３４７円となっております。これは指定管理

業務委託料でございます。

　　　　　　　　次に、７目の南大分体育館費でございますが、予算額は１億２，８８８万

９千円で、決算額は１億２，６８７万２，７２９円となっております。人件

費、施設の維持管理費及び営繕費が主なものでございます。

　　　　　　　　次に、８目の学校給食共同調理場費でございますが、予算額は５億５，６

２９万円で、決算額は５億４，９８８万７，１５０円となっております。東

部共同調理場及び西部共同調理場の給食調理業務等の委託料が主なもので

ございます。

　　　　　　　　最後に、９目の学校給食費でございます。予算額は２億９，７１２万９千

円で、決算額は２億８，１３０万３，９２２円となっております。主なもの

は、校舎建替に伴う給食調理場改築事業の工事費及び学校給食の管理運営

にかかる経費でございます。

　　　　　　　　以上で５項の社会教育費及び６項の保健体育費の説明を終わります。
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　　　　　　　　ただ今、ご説明いたしました決算内容につきまして、本委員会でご承認を

いただき、ご承認の上は、来月開会予定の第３回市議会定例会にて、審議・

決定をいただこうとするものでございます。

　　　　　　　　以上でございます。

教育長　　　　　ご質問などありませんか。

全委員　　　　　 （なしとの声）

教育長　　　　　それでは採決いたします。教議第４７号は原案のとおり決定することに

ご異議ありませんか。

全委員　　　　　（異議なしとの声）

教育長　　　　　ご異議なしと認め、本案は原案のとおり決定されました。

教育長　　　　　それでは次に、教報議第１２号「公有財産の用途廃止について」を議題と

いたします。

　　　　　　　　事務局、説明をお願いします。

学校施設課長　　教報議第１２号「公有財産の用途廃止について」ご説明申し上げます。

　　　　　　　　本件は、学校の建物の用途廃止が完了したことについて、ご報告し、ご承

認をいただこうとするものでございます。

　　　　　　　　用途廃止をした建物は、碩田中学校北校舎、中校舎、南校舎及び屋内運動

場で、平成２７年８月４日に解体を完了いたしました。

　　　　　　　　それらを解体した跡地につきましては、碩田中学校区内３小学校と碩田

中学校を統合した施設一体型小中一貫教育校を建設する予定でございます。

　　　　　　　　以上でございます。

教育長　　　　　ご質問などありませんか。

全委員　　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　それでは採決いたします。教報議第１２号は原案のとおり承認すること

にご異議ありませんか。

全委員　　　　　（異議なしとの声）

教育長　　　　　ご異議なしと認め、本案は原案のとおり承認されました。

教育長　　　　　それでは次に報告事項の説明をお願いします。

教育企画課長　　報告事項１点目「大分市立小中学校適正配置基本計画について」ご報告申

し上げます。
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　　　　　　　　まず、野津原中学校区についてでございますが、７月２３日に第８回地域

協議会を開催しました。資料の「地域協議会だより第８号」をご覧ください。

　　　　　　　　１ページには協議の概要、２ページには「第７回地域協議会で残された課

題について」、３ページから４ページには「野津原地区全体の学校教育につ

いて」や「統合の時期・方法について」の意見や質疑を掲載しております。

　　　　　　　　統合の時期については、これまで平成２９年度もしくは平成３０年度と

いう方向で協議を進めてきており、委員からは「閉校に係る協議と統合の準

備を同時に進めるのは厳しいので３０年度に統合」という意見や、「委員の

負担よりも子どものことを考え、早く複式学級を解消するために２９年度

に統合」という意見のほか、「統合先となる野津原東部小学校の受け入れ環

境が十分に整ってから」といったご意見などがあり、引き続き協議を行うこ

とになりました。

　　　　　　　　なお、次回は、明日８月２７日に開催する予定でございます。

　　　　　　　　次に、神崎中学校区につきましては、８月４日に第９回地域協議会を開催

しました。神崎校区の協議会については、本年１０月を目処に報告書を取り

まとめることにしていることから、その日程や報告書案を提示しました。協

議の中では、小中一貫教育の実施方法について、これまでと同様に連携型と

するのか、１小１中となり立地条件を生かして併設型へと発展させるのか

どうかについては、教育委員会の判断に委ねることで合意が形成されまし

た。また、統合後の児童生徒数の減少が見込まれることから、小規模特認校

制度の導入を希望することなどが確認されました。

　　　　　　　　なお、「協議会だより」については現在作成中でございます。

　　　　　　　　次に、碩田中学校区につきましては、８月１８日に第２回開校準備委員会

を開催いたしました。５月から８月までに３ないし４回の専門部会が開催

されており、各部会からの報告及び協議が行われました。学校部会からは新

設校の校名案募集について、学校支援部会からは通学路の部会案について、

施設部会からはこれまでの協議経過について報告がありました。その中で、

校名については、児童生徒、保護者、教職員、校区の居住者などを対象に９月

７日から募集を行い、１１月の第３回開校準備委員会までに候補案を絞り
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込むといったスケジュールが承認されました。また、通学路については、１

０００人の児童生徒の特に朝の通勤時間帯の交通事情などを考慮した安全

な経路が提示され、了承されました。

　　　　　　　　なお、「委員会ニュース」については現在作成中でございます。

　　　　　　　　最後に、戸次中学校区でございます。８月８日に上戸次小学校区の保護者、

地域住民の方々と意見交換を行いました。上戸次小学校は優先順位３に位

置づけておりますが、基本計画の策定以降、毎年この時期に意見交換を行っ

ております。今後の児童数及び学級数の推移等について説明を行った後、学

校から、ＰＴＡ活動や子どもたちの様子などについての報告がありました。

意見交換の場では、市街化調整区域の規制緩和が行われているが、現実に家

を建てるにはハードルが高く、手続きも複雑で時間も要することや小規模

特認校制度などで１年生が１５人入学したことを喜んでいるなどといった

意見がございました。

　　　　　　　　以上でございます。

教育長　　　　　ご質問などありませんか。

全委員　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　それでは、次の報告事項の説明をお願いします。

教育企画課長　　報告事項２点目「平成２７年度第１回大分市子ども・子育て会議に係る

報告について」ご報告申し上げます。

　　　　　　　　大分市子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援法、大分市子ども条例、

大分市子ども・子育て会議条例を根拠に設置された会議でございます。主

な審議事項は４点ございまして、①の大分市子ども条例に基づく推進計画

の策定等につきましては、平成２６年度にすくすく大分っ子プランを策定

して完了しておりますことから、今後の審議内容といたしましては、②のす

くすく大分っ子プランの点検・評価・見直しに関することなどでございま

す。

　　　　　　　　なお、この度、任期満了に伴い委員の改選が行われました。委員の構成は、

委員長に大分大学の古賀精治教授が、副委員長に別府大学の仲嶺まり子教

授が互選により選任されております。
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　　　　　　　　次に、会議の概要でございますが、会議は議事の①から⑤に沿って進めら

れました。主な内容といたしましては、「すくすく大分っ子プラン」の概要と

２６年度実績及び２７年度取組状況に関する説明が行われました。委員か

らは「幼稚園教諭や保育士が不足している。人材確保のため、県外の養成機

関と連携して、市が就職セミナーを開催してはどうか。」、「待機児童の多い

地域から重点的に取り組むべきである。」などのご意見がございました。ま

た、意見交換の場では、「大分市の子ども、子育てについて思うこと」をテー

マに意見交換が行われ、教育委員会にかかわるご意見として、「発達に遅れ

のある子どもの保護者は育児に疲れている。時間はかかるが、適切な支援で

発達が促される。理解を広めることが重要である。」、「ＰＴＡの原点に立ち

返った活動を進めていきたい。」などのご意見がございました。

　　　　　　　　なお、第１回会議の概要につきましては、９月１５日開催予定の子ども育

成・行政改革推進特別委員会に対し、所管課である子育て支援課から報告

することとされております。

　　　　　　　　また、第２回会議につきましては、年明け１月に予定されております。

　　　　　　　　以上でございます。

教育長　　　　　ご質問などありませんか。

全委員　　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　それでは、次の報告事項の説明をお願いします。

学校教育課参事　報告事項３点目「平成２７年度大分市子ども市議会について」ご報告申し

上げます。

　　　　　　　　８月１９日に市内８６校の小中学校から代表児童生徒１名ずつが参加し、

大分市議会本会議場をお借りし、本市では３回目となる大分市子ども市議

会を開催いたしました。当日は午前１０時から委嘱状交付式とオリエンテ

ーションを行い、地方議会の仕組みや市長と市議会の関係等について学習

したのち、本会議場でのリハーサルを行いました。午後からの本会議では、

代表児童生徒が大分市のまちづくりや税金の使われ方など市政全般につい

て１４の質問・提言を行うとともに、子ども宣言の採択を行いました。

　　　　　　　　子ども達からは、「この模擬議会の体験を通し、議会の仕組みやごみの有
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料化などの大分市の取り組みについて勉強できた。」、「自分たちも大分市の

魅力あるまちづくりに参加しようと思った。」、「身の回りの様々なことが、

議会で話し合われることによって、決定・改善されていることが理解でき

た。」などの感想が寄せられておりまして、行政や議会の仕組みへの理解、市

政への関心の高まりなど、いわゆる主権者教育からの観点からも大きな成

果があったものと考えております。

　　　　　　　　今後は、全ての質問・答弁をまとめた答弁集や当日の様子を記録したＤ

ＶＤを作成配布し、各学校での学習活動に活用していきたいと考えており

ます。

　　　　　　　　以上でございます。

教育長　　　　　ご質問などありませんか。

全委員　　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　それでは、次の報告事項の説明をお願いします。

学校施設課長　　報告事項４点目「教育施設整備保全計画の策定について」ご報告申し上げ

ます。

　　　　　　　　本件は、今年度策定を予定しております、教育委員会の所管する施設を対

象とした長期的な整備保全計画についてご報告するものでございます。

　　　　　　　　まず、計画策定の目的と背景についてでございますが、現在、大分市の公

共施設は３つの大きな課題を抱えております。１点目は、老朽化した施設の

維持管理費用に非常に多額の費用を要すること、２点目として、保有する施

設の多くは人口急増期に集中的に整備されたため、今後一斉に維持更新が

必要となり、一時的に多額の費用を要するという点です。そして、３点目と

して、人口構造の変化により、今後大幅な税収の増加が見込めないといった

点でございます。このような状況を踏まえ、大分市としましては今後施設整

備に係る費用について、長期的な視点にたち、一時的に多額の費用が必要と

ならないよう財政の平準化をみこんだ計画を策定する必要がございます。

また、一つの建物をこれまで以上に長期的に使用できるよう長寿命化改修

を行うなど、経費の抑制にも努める必要があります。

　　　　　　　　次に、計画の位置づけについてですが、現在全庁的に、老朽化した公共施
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設の維持管理について、市長部局企画課を中心に「大分市公共施設等総合管

理計画」を策定しているところでございますが、この計画に基づき、各施設

所管課がさらに詳細な個別施設計画を策定することとしております。今回

策定いたします「教育施設整備保全計画」は、この個別施設計画のひとつと

して、全体計画の一部を構成するものとなっております。

　　　　　　　　次に、用途別建物状況についてでございますが、対象となる施設について、

教育委員会においては小中学校などの学校施設を含め、大分市全体の４割

を超える非常に多くの施設を保有しており、早期に個別施設計画を策定し

たいと考えております。また、年度別の建物整備状況をみますと、築３０年

を超えた建物が全体の４７％と老朽化が進んでおります。

　　　　　　　　現在検討中ではございますが、具体的な検討内容といたしましては、教育

施設の老朽化等の現状の把握と課題の整理、基本方針の策定、施設毎の優先

順位の設定などについて検討を行いながら、計画策定を行っていきたいと

考えております。これまでのように施設が老朽化してから改築を行うので

はなく、予防保全の考え方を取り入れ、また、長寿命化改修を行うなど、これ

までより建物を長期に使用できるよう工夫を行いたいと考えております。

　　　　　　　　計画の策定にあたりましては、６月に庁内検討委員会を立ち上げており、

さらに今後は専門の外部コンサルタント会社の選定を行い、専門的な視点

からアドバイスを受けながら、平成２８年３月の計画取りまとめを目標に

進めてまいります。　

　　　　　　　　以上でございます。

教育長　　　　　ご質問などありませんか。

全委員　　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　それでは、次の報告事項の説明をお願いします。

教育総務課長　　報告事項５点目「平成２７年第２回市議会臨時会における一般議案につ

いて」ご報告申し上げます。

　　　　　　　　８月１０日に開催されました平成２７年第２回市議会臨時会において、

教育委員会関係といたしまして、碩田中学校区新設校の整備にかかる工事

請負契約の締結に関する４件の議案がございました。内容につきましては、
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７月定例の本委員会でご説明したものでございまして、原案どおり可決、成

立しましたことをご報告申し上げます。　　　　　　　　

　　　　　　　　以上でございます。

教育長　　　　　ご質問などありませんか。

全委員　　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　他に何かありませんか。

教育総務課長　　次回の教育委員会及び１０月の教育委員会の日程につきまして調整をお

願いいたします。

　　　　　　　　９月の定例教育委員会は、９月２８日（月）午後３時４５分からでお願

いいたします。１０月の定例教育委員会は、１０月２８日（水）午後３時

４５分からでお願いいたします。

　　　　　　　　また、９月及び１０月の定例教育委員会の前に、学校長との教育懇談会を

午後２時から開催いたしたいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

　　　　　　　　なお、本日の会議終了後は連絡事項等がございますので、お時間をいただ

きたくお願い申し上げます。

　　　　　　　　以上でございます。

全委員　　　　　（了承）

教育長　　　　　他に何かありませんか。

全委員　　　　　（なしとの声）

教育長　　　　　これをもちまして、本日の会議を閉会いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後　４時　４５分 閉会）
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